
履
行
不
能
規
定
に
つ
い
て
の
一
考
察

（1）

河

原

格

一
　
は
じ
め
に

二
　
交
換
請
求
権
と
差
額
請
求
権

　
①
　
交
換
請
求
権
と
差
額
請
求
権
と
の
関
係

　
③
　
交
換
請
求
権
と
売
買
契
約

　
㈹
　
交
換
請
求
権
と
差
額
請
求
権
と
の
相
異

三
　
法
的
拘
束
力

四
　
（
以
下
続
く
）

東洋法学

は
じ
め
に

　
民
法
四
一
五
条
後
段
は
債
務
者
に
履
行
不
能
が
あ
れ
ば
、
債
権
者
が
解
除
す
る
か
否
か
に
関
わ
り
な
く
、
直
ち
に
損
害
賠
償
を
請

求
で
き
る
と
す
る
の
に
対
し
、
五
四
三
条
の
定
め
る
履
行
不
能
は
債
務
者
の
履
行
不
能
に
対
し
、
債
権
者
は
解
除
し
て
、
さ
ら
に
損
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履行不能規定についての一考察　（1）

害
賠
償
を
請
求
で
き
る
と
定
め
て
い
る
。

　
す
る
と
、
こ
の
二
つ
の
履
行
不
能
の
規
定
は
同
じ
局
面
を
規
定
し
て
い
る
の
か
、
ま
た
は
異
な
っ
た
局
面
を
規
定
し
て
い
る
の
か
、

と
い
う
疑
問
が
生
ず
る
。

　
ω
　
で
は
同
じ
局
面
を
規
定
し
て
い
る
と
す
る
と
、
で
は
な
ぜ
同
じ
局
面
を
二
つ
の
規
定
で
定
め
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
と
い
う

疑
問
が
さ
ら
に
わ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

　
ω
　
一
方
、
異
な
る
場
面
を
規
定
し
て
い
る
と
す
る
と
、
で
は
い
か
な
る
場
面
を
規
定
し
て
い
る
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
残
る
。

　
前
記
二
種
の
履
行
不
能
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
す
る
か
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
立
法
者
の
見
解
、
例
え
ば
梅
謙
次
郎
博
士
に
よ

　
（
2
）

る
と
、
四
一
五
条
後
段
に
関
し
、
債
務
者
の
責
に
帰
す
べ
き
履
行
不
能
で
あ
れ
ば
（
た
と
え
ば
債
務
者
が
故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
っ

て
特
定
物
を
殿
損
し
た
場
合
）
、
債
務
者
に
対
し
損
害
賠
償
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る
の
み
で
、
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
述
べ
て
い

な
い
。

　
次
に
現
代
の
民
法
学
者
は
い
か
に
考
え
て
い
る
か
を
探
っ
て
み
よ
う
。

　
星
野
博
士
は
履
行
不
能
の
場
合
に
は
、
「
契
約
で
あ
れ
ば
解
除
が
可
能
で
あ
り
（
民
法
五
四
三
条
）
、
解
除
し
て
損
害
賠
償
を
請
求
で

き
る
が
（
民
法
五
四
五
条
三
項
）
、
解
除
し
な
い
で
も
、
不
可
能
な
こ
と
を
強
制
で
き
な
い
か
ら
、
不
可
能
に
な
っ
た
債
務
は
消
滅
し
、

こ
の
場
合
に
、
債
権
者
が
、
解
除
し
な
い
で
も
、
本
来
の
給
付
に
代
わ
る
損
害
賠
償
（
金
銭
に
よ
る
（
民
法
四
一
七
条
）
）
。
こ
れ
を
「
填

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

補
賠
償
」
と
呼
ぶ
）
を
請
求
し
う
る
、
と
解
さ
れ
」
、
「
双
務
契
約
に
お
い
て
は
、
自
己
の
債
務
と
損
害
賠
償
債
権
と
を
相
殺
す
れ
ば

結
果
が
同
じ
と
な
る
こ
と
が
多
い
（
売
主
の
債
務
が
不
能
と
な
っ
た
場
合
を
考
え
る
）
。
従
っ
て
、
解
除
は
そ
れ
ほ
ど
意
味
を
持
た
な
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東洋法学
　
　
　
　
〔
4
）

い
」
と
す
る
。

　
平
井
宜
雄
教
授
は
「
損
害
賠
償
責
任
を
生
じ
さ
せ
る
履
行
不
能
と
は
、
債
務
者
の
「
責
二
帰
ス
ヘ
キ
事
由
」
に
も
と
づ
く
履
行
不

能
で
あ
る
（
四
一
五
条
後
段
）
。
損
害
賠
償
責
任
の
ほ
か
に
契
約
か
ら
生
ず
る
債
務
の
場
合
に
は
解
除
の
効
果
を
生
じ
さ
せ
る
点
が
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

要
で
あ
る
（
五
四
三
条
）
。
右
の
事
由
が
存
在
し
な
い
場
合
に
は
債
務
者
は
債
務
を
免
れ
る
。
」
に
あ
る
通
り
、
不
能
の
場
合
に
は
解
除

で
き
る
と
し
つ
つ
、
四
一
五
条
後
段
の
規
定
の
解
釈
問
題
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
四
一
五
条
後
段
の
独
自
性

は
な
い
と
し
て
い
る
の
か
。

　
三
宅
正
男
教
授
は
ド
イ
ツ
民
法
で
の
不
能
の
解
釈
論
を
土
台
と
し
て
、
不
能
の
場
合
に
は
、
反
対
債
権
が
存
続
し
、
そ
の
場
合
、

債
権
者
は
次
の
三
つ
の
選
択
権
、
つ
ま
り
①
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
、
②
契
約
の
解
除
、
③
反
対
債
務
は
当
然
消
滅
し
た
と
の
立

場
の
中
か
ら
選
ぶ
こ
と
が
で
き
、
第
一
の
選
択
権
で
あ
る
損
害
賠
償
の
性
質
に
つ
い
て
は
、
交
換
説
、
差
額
説
の
争
い
が
あ
る
。
不

能
と
な
っ
た
当
初
の
債
務
の
履
行
に
代
わ
る
損
害
賠
償
と
、
当
初
の
反
対
債
務
と
が
存
続
す
る
結
果
、
こ
の
両
者
を
交
換
す
る
。
が

交
換
は
せ
ず
、
相
殺
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
は
差
額
の
賠
償
で
あ
り
、
交
換
説
が
結
果
に
お
い
て
異
な
る
の
は
、
交
換
契
約
な
ど

二
つ
の
債
務
が
い
ず
れ
も
金
銭
以
外
の
給
付
を
目
的
と
す
る
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
債
権
者
は
反
対
給
付
と
交
換
に
、
履
行
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

代
わ
る
損
害
賠
償
を
受
け
る
以
外
な
い
の
で
、
反
対
債
務
を
免
れ
る
に
は
、
相
殺
か
、
解
除
を
要
す
る
と
論
ず
る
。
売
買
契
約
で
は
、

自
己
の
損
害
賠
償
請
求
権
と
自
己
の
負
う
金
銭
債
権
と
を
相
殺
す
る
と
い
う
局
面
を
規
定
す
る
の
が
、
四
一
五
条
後
段
で
あ
る
と
考

え
る
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
点
に
四
一
五
条
後
段
の
意
味
を
認
め
る
。
つ
ま
り
四
一
五
条
後
段
は
交
換
請
求
権
の
働
く
場
面
と
考
え

る
。
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履行不能規定についての一考察　（1）

す
る
と
、
疑
問
と
な
る
の
は
、
四
一
五
条
後
段
と
五
四
三
条
と
の
関
係
を
い
か
に
位
置
づ
け
る
か
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

以
下
で
は
、
ラ
ー
ブ
ル
の
見
解
を
随
時
紹
介
し
つ
つ
、
前
記
の
疑
問
点
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
よ
う
と
す
る
の
が
本
稿
の
目
的
で

あ
る
。

（
1
）

（
2
）43

　
注
　
四
一
五
条
後
段
の
規
定
す
る
履
行
不
能
は
、
債
務
不
履
行
一
般
の
規
定
に
対
置
し
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
と
最
近
は
有
力

に
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
は
こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
北
川
善
太
郎
・
契
約
責
任
の
研
究
（
一
九
六
三
）
三
〇
〇
頁

以
下
。
履
行
不
能
を
前
段
の
「
履
行
ヲ
為
サ
サ
ル
ト
キ
」
に
含
め
る
こ
と
は
無
理
が
あ
り
、
履
行
不
能
も
同
様
に
扱
う
こ
と
を
明
確
に
す

る
意
図
か
ら
規
定
さ
れ
た
と
さ
れ
る
（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
三
　
三
六
三
頁
）
、
吉
田
邦
彦
・
民
法
講
座
別
巻
二
（
一
九
九
〇
）
九

頁
、
辰
巳
直
彦
・
契
約
責
任
の
現
代
的
諸
相
（
上
巻
）
（
一
九
九
六
）
所
収
八
頁
。

　
梅
謙
次
郎
・
民
法
要
義
巻
三
　
訂
正
増
補
2
4
版
（
一
九
〇
六
）
五
六
頁
。
梅
博
士
に
よ
る
と
、
不
能
の
場
合
、
本
旨
不
履
行
に
関
し
、

仕
事
の
義
務
が
消
滅
し
、
更
に
賠
償
の
義
務
が
生
ず
る
の
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
（
梅
・
民
法
　
債
権
第
一
章
総
則
　
完
（
明
治
二
九

年
）
二
〇
九
頁
。
同
旨
同
・
明
三
九
年
度
第
一
学
生
講
義
録
）
。
な
お
参
考
条
文
と
し
て
旧
民
法
財
産
編
三
八
三
条
、
三
三
八
条
、
旧
商

法
三
二
三
条
、
三
二
五
条
、
三
二
八
条
が
上
が
っ
て
い
る
。
な
お
現
行
四
一
五
条
は
ボ
ア
ソ
ナ
ー
ド
草
案
四
〇
三
（
一
八
八
二
、
八
三
年
、

九
一
年
）
昌
法
律
取
調
委
員
会
民
法
草
案
四
〇
三
（
一
八
八
八
／
二
／
二
二
）
昌
元
老
院
議
定
民
法
草
案
財
産
編
三
八
二
昌
旧
民
法
財
三

八
三
（
九
〇
／
四
／
一
二
公
布
）
昌
法
典
調
査
会
原
案
四
〇
九
（
一
八
九
五
／
一
／
一
八
）
昌
同
修
正
案
四
一
四
（
同
四
／
五
）
を
経
て

現
行
四
一
五
条
と
な
っ
た
（
民
法
典
百
年
m
参
照
）
。
な
お
理
由
書
で
は
五
四
三
条
は
五
四
一
条
で
遅
滞
に
つ
い
て
解
除
権
を
認
め
た
が
、

不
能
に
つ
い
て
は
認
め
て
い
な
い
の
で
、
特
に
本
条
で
解
除
権
を
与
え
る
と
す
る
。
こ
の
場
合
、
不
能
と
な
っ
た
場
合
に
債
務
は
な
ぜ
消

滅
す
る
の
か
の
根
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。

　
星
野
英
一
・
民
法
概
論
m
（
債
権
総
論
）
（
一
九
七
八
）
四
五
頁
。

　
星
野
英
一
・
民
法
概
論
W
（
契
約
）
（
一
九
八
七
）
八
二
頁
。
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東洋法学
　
（
5
）
　
平
井
宣
雄
・
債
権
総
論
〔
第
2
版
〕
（
一
九
九
四
）
六
〇
頁
。

　
（
6
）
　
三
宅
正
男
・
契
約
法
（
一
九
七
八
）
一
四
三
頁
。

　
（
7
）
寄
9
ω
魯
＆
8
Φ
お
讐
N
≦
畠
窪
客
。
算
Φ
諜
自
巨
西
一
8
。
。
。

　
　
　
二
　
交
換
請
求
権
と
差
額
請
求
権

　
ω
　
交
換
請
求
権
と
差
額
請
求
権
と
の
関
係

　
前
述
の
よ
う
に
、
四
一
五
条
は
履
行
不
能
の
場
合
に
債
権
者
は
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
る
と
規
定
し
、
一
方
、
五
四
三
条
は
債
権

者
は
解
除
で
き
る
と
規
定
す
る
結
果
（
明
ら
か
に
自
己
の
反
対
債
権
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
規
定
で
も
あ
る
）
、
二
つ
の

不
能
規
定
を
置
い
た
意
味
は
ど
こ
に
あ
る
か
の
疑
問
が
生
ず
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
（
以
下
の
条
文
は
断
わ
り
の
な
い
限
り
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
の
条
文
を
示
す
）

は
、
後
発
不
能
の
場
合
、
債
権
者
に
、
次
の
二
つ
の
可
能
性
を
認
め
る
。
つ
ま
り
①
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
を
債
務
者
に
請
求
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

る
か
、
②
契
約
を
解
除
す
る
か
で
あ
る
（
九
二
〇
条
）
。
な
お
解
除
し
た
場
合
に
も
、
日
本
民
法
と
同
じ
く
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

請
求
権
を
認
め
る
（
九
二
一
条
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
つ
ま
り
、
以
下
の
よ
う
に
二
つ
の
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
方
法
が
規
定
さ
れ
て
い
る
。
上
院
の
報
告
に
よ
る
と
、
①
の
解
除
し
な

い
場
合
に
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
場
合
、
自
己
の
反
対
給
付
義
務
が
存
続
し
つ
つ
、
不
履
行

債
務
に
つ
い
て
の
価
値
請
求
権
が
あ
る
。
消
滅
し
た
給
付
す
べ
き
物
に
つ
い
て
債
務
者
の
負
う
損
害
賠
償
と
引
換
え
（
交
換
）
に
、
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履行不能規定についての一考察　（1）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
V

債
権
者
の
契
約
内
容
の
給
付
（
売
買
契
約
で
は
代
金
支
払
を
指
す
）
の
交
換
が
な
さ
れ
る
（
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
交
換
請
求
権
で
あ
る
。

た
と
え
ば
A
が
B
か
ら
自
動
車
を
買
い
、
B
が
引
渡
し
前
に
そ
の
自
動
車
を
こ
わ
し
て
し
ま
っ
た
。
A
は
代
金
を
払
い
、
B
に
車
の

価
値
を
損
害
賠
償
と
し
て
請
求
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
）
。

　
一
方
、
債
権
者
は
解
除
に
よ
り
自
己
の
反
対
給
付
を
免
れ
る
可
能
性
も
あ
る
。
し
な
か
っ
た
自
己
の
給
付
の
価
値
は
差
引
項
目
と

し
て
考
慮
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
損
害
賠
償
は
不
能
に
な
っ
た
給
付
の
価
値
と
自
己
の
給
付
の
価
値
と
の
差
（
額
）
に
あ
る
（
こ
れ

　
　
　
　
　
（
5
）

を
差
額
請
求
権
と
い
う
。
た
と
え
ば
前
記
の
例
に
な
ら
っ
て
考
え
れ
ば
、
A
は
解
除
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
場
合
に
は
A
は
、
代

金
を
払
わ
ず
、
払
わ
な
か
っ
た
代
金
を
超
え
る
自
動
車
の
価
値
を
損
害
賠
償
と
し
て
請
求
す
る
。
こ
の
場
合
、
反
対
給
付
の
価
値
か

ら
自
己
の
給
付
価
値
を
差
し
引
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
債
権
者
は
自
己
の
給
付
の
客
観
的
価
値
が
債
務
者
の
客
観
的
価
値
を
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

回
る
場
合
に
は
、
損
害
賠
償
を
請
求
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
）
。

　
債
権
者
は
債
務
者
が
そ
の
債
務
を
遅
滞
す
れ
ば
、
債
権
者
は
債
務
者
に
履
行
を
請
求
し
、
履
行
と
並
ん
で
遅
滞
に
よ
り
生
じ
た
遅

滞
損
害
を
請
求
で
き
る
。
つ
ま
り
契
約
内
容
を
実
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
遅
滞
の
場
合
だ
け
で
な
く
、
給
付
が
債
務

者
の
帰
責
事
由
に
よ
っ
て
不
能
と
な
る
場
合
に
も
、
債
権
者
が
契
約
を
維
持
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
債
権
者
は
自
己
の
給
付

の
履
行
と
引
換
え
に
、
反
対
給
付
の
価
値
を
主
張
す
る
場
合
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
前
述
し
た
差
額
請
求
と
交
換
請
求
と
の
相
異
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
学
説
と
判
例
は
受
入
れ
て
い
る
。

　
差
額
請
求
の
立
場
に
せ
よ
、
交
換
請
求
の
立
場
に
せ
よ
、
二
つ
の
考
え
方
は
、
原
則
的
に
不
履
行
に
よ
る
損
害
の
内
容
は
、
常
に

債
務
者
か
ら
の
適
切
な
履
行
が
債
権
者
に
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
あ
る
で
あ
ろ
う
状
態
に
債
権
者
を
置
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
わ

66



東洋法学
け
な
の
で
、
そ
の
点
で
二
つ
の
立
場
は
一
致
す
る
。
つ
ま
り
、
差
額
請
求
と
交
換
請
求
と
の
共
通
点
は
、
債
権
者
が
自
己
に
発
生
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

た
不
利
益
に
対
す
る
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
で
は
前
記
の
共
通
点
と
反
対
に
、
差
額
請
求
と
交
換
請
求
と
の
相
異
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
相
異
点
が
あ
る
と
す
る
と
、
そ
の

相
異
点
は
損
害
賠
償
請
求
に
と
っ
て
い
か
な
る
意
味
が
あ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
も
あ
る
。

　
債
権
者
が
交
換
請
求
を
主
張
す
る
と
、
そ
の
場
合
の
損
害
賠
償
の
内
容
は
、
抽
象
的
に
は
、
な
さ
れ
な
か
っ
た
給
付
価
値
で
あ
る
。

こ
の
場
合
、
債
権
者
の
意
図
し
た
契
約
内
容
は
実
現
さ
れ
、
損
害
賠
償
は
な
さ
れ
な
か
っ
た
給
付
価
値
に
代
わ
る
。
一
方
、
債
権
者

は
自
己
の
給
付
を
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
方
売
買
契
約
の
場
合
の
「
交
換
請
求
権
」
の
行
使
は
、
通
常
、
損
害
賠
償
請
求
権
と
自
己

の
代
金
支
払
い
と
を
相
殺
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
こ
れ
に
対
し
、
差
額
請
求
で
は
、
解
除
に
よ
り
契
約
関
係
は
債
務
法
上
、
遡
及
的
に
無
効
と
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
契
約
に
よ
っ

て
成
立
し
た
第
一
の
給
付
義
務
は
消
滅
す
る
。
債
権
者
に
既
給
付
分
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
返
還
請
求
さ
れ
る
。
債
権
者
は
そ
れ
と
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

ん
で
反
対
給
付
に
よ
っ
て
免
れ
た
自
己
の
給
付
価
値
を
上
回
る
超
過
価
値
竃
①
ぼ
妻
の
旨
で
あ
る
損
害
賠
償
を
主
張
で
き
る
。
そ
の
結

果
、
第
二
の
請
求
権
と
し
て
、
差
額
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
請
求
権
と
不
当
利
得
に
基
づ
く
自
己
の
既
給
付
内
容
の
返
還
請
求
権
と

が
、
消
滅
し
た
契
約
関
係
に
代
わ
っ
て
成
立
す
る
。

　
前
記
の
よ
う
に
、
差
額
請
求
の
前
提
は
債
務
者
の
給
付
が
債
権
者
の
給
付
価
値
を
上
回
る
こ
と
で
あ
る
。
給
付
と
反
対
給
付
と
の

価
値
は
個
々
に
評
価
す
べ
き
算
定
項
目
で
あ
る
。
損
害
賠
償
は
算
定
し
た
項
目
に
よ
る
差
額
に
あ
る
。
交
換
請
求
と
異
な
り
、
相
殺

は
な
い
。
残
る
の
は
差
額
に
つ
い
て
の
損
害
賠
償
請
求
権
の
み
で
あ
る
。
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履行不能規定についての一考察　（1）

　
の
　
交
換
請
求
権
と
売
買
契
約

　
前
記
の
交
換
請
求
権
の
理
論
を
売
買
契
約
に
適
用
さ
せ
る
と
、
交
換
請
求
に
よ
り
債
権
者
は
、
債
務
者
の
反
対
給
付
が
不
能
に
な
っ

た
場
合
で
あ
っ
て
も
、
次
の
よ
う
な
方
法
で
自
己
の
契
約
内
容
を
実
現
で
き
る
。
解
除
し
た
場
合
と
異
な
り
、
債
権
者
は
自
己
の
給

付
を
す
る
の
と
引
換
え
に
、
債
務
者
の
反
対
給
付
の
完
全
な
価
値
を
損
害
賠
償
と
し
て
得
る
こ
と
に
よ
り
、
契
約
が
履
行
さ
れ
た
ら
、

得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
利
益
を
確
保
で
き
る
。
一
方
、
交
換
請
求
権
を
行
使
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
債
権
者
は
、
債
務
者
に
給
付
す
る
、

つ
ま
り
代
金
を
払
う
こ
と
に
な
る
。

　
売
買
契
約
以
外
の
契
約
の
場
合
に
は
、
債
権
者
は
自
己
の
給
付
の
引
受
け
手
が
い
な
い
虞
が
あ
る
と
考
え
る
時
に
の
み
、
契
約
履

行
の
過
程
で
自
己
の
給
付
を
債
務
者
に
す
る
利
益
を
有
す
る
。
こ
の
場
合
、
解
除
す
る
よ
り
は
、
相
手
方
と
交
換
す
る
。
交
換
し
な

い
と
、
自
己
の
給
付
に
買
い
手
が
付
か
な
い
と
い
う
危
険
を
負
う
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
債
権
者
の
義
務
が
売
買
契
約
の
買
主
の

負
う
金
銭
給
付
の
場
合
に
は
、
こ
の
利
益
を
得
ら
れ
る
状
況
は
債
権
者
に
あ
り
え
な
い
。
金
銭
に
は
、
商
品
と
異
な
り
他
に
給
付
す

れ
ば
、
利
益
が
得
ら
れ
る
と
い
う
有
効
な
利
用
手
段
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
買
主
は
売
主
の
給
付
す
べ
き
商
品
が
滅
失

後
は
、
交
換
請
求
の
形
で
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
理
由
（
利
益
）
が
な
い
こ
と
に
な
る
。
買
主
が
金
銭
を
給
付
し
な
い
場
合
に
は
、

　
　
　
　
　
〔
U
）

通
説
に
よ
れ
ば
、
買
主
の
履
行
不
能
と
さ
れ
な
い
。
買
主
が
代
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
、
売
主
に
九
一
八
条
、
九
二
一
条
の
法
的
措
置

が
あ
る
（
交
換
請
求
を
想
定
し
て
い
な
い
）
．
売
主
が
交
換
請
求
を
望
め
ば
、
売
主
は
買
主
に
契
約
上
の
給
付
義
務
の
履
行
（
代
金
支

払
い
）
を
要
求
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
売
主
に
と
り
交
換
請
求
で
は
、
全
く
債
権
内
容
が
変
更
し
な
い
。
そ
の
理
由
は
第

一
の
請
求
で
あ
る
代
金
支
払
い
は
金
銭
を
内
容
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。
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結
論
と
し
て
、
ラ
ー
ブ
ル
は
売
買
契
約
の
場
合
に
、
交
換
請
求
を
行
使
す
る
こ
と
は
、
買
主
か
ら
見
て
ほ
と
ん
ど
意
味
が
な
い
と

　
（
1
2
）

す
る
。
金
銭
債
務
者
と
し
て
の
買
主
に
と
り
、
契
約
内
容
の
履
行
を
債
務
者
に
主
張
す
る
利
益
が
な
い
。
一
方
、
解
除
す
れ
ば
、
滅

失
し
た
反
対
給
付
の
超
過
価
値
の
差
額
請
求
権
は
差
額
が
評
価
さ
れ
れ
ば
、
そ
の
限
度
で
確
保
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
双
方
が
金

銭
給
付
で
な
い
場
合
に
は
、
交
換
請
求
権
は
十
分
意
味
を
持
つ
。
た
と
え
ば
、
交
換
契
約
を
例
に
と
れ
ば
、
雌
牛
が
羊
と
交
換
さ
れ
、

引
渡
し
前
に
牛
の
死
亡
に
つ
い
て
牛
の
所
有
者
に
帰
責
事
由
が
あ
れ
ば
、
羊
の
所
有
者
は
契
約
を
解
除
で
き
、
牛
の
超
過
価
値
を
要

求
で
き
る
。
だ
が
、
交
換
請
求
権
を
選
ん
で
牛
の
所
有
者
に
羊
を
引
き
渡
せ
ば
、
羊
の
所
有
者
は
牛
の
十
分
な
価
値
を
金
銭
で
保
持

　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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⑥
　
交
換
請
求
権
と
差
額
請
求
権
と
の
相
異

　
前
述
の
内
容
に
も
拘
ら
ず
、
交
換
請
求
権
と
差
額
請
求
権
と
の
相
異
に
つ
い
て
の
、
以
下
で
記
す
内
容
は
売
買
契
約
を
中
心
と
す

る
。
そ
の
理
由
は
、
①
本
稿
で
は
主
と
し
て
売
買
契
約
を
出
発
点
と
し
て
い
る
こ
と
、
②
交
換
請
求
権
を
主
張
す
る
際
に
生
ず
る
危

険
が
売
買
契
約
の
例
か
ら
特
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
（
一
）
　
異
な
っ
た
弁
済
期
到
来

　
買
主
が
、
売
主
の
給
付
不
能
の
際
に
交
換
請
求
権
を
選
べ
ば
、
互
い
に
二
つ
の
同
種
の
債
権
が
対
立
す
る
。
つ
ま
り
売
主
の
負
う

損
害
賠
償
請
求
権
と
買
主
の
負
う
代
金
債
務
と
で
あ
る
。
共
に
金
銭
債
権
で
あ
る
か
ら
、
相
殺
も
可
能
で
あ
る
。
予
め
売
主
、
買
主

が
相
殺
契
約
を
結
ん
で
い
る
場
合
を
除
き
、
債
権
者
か
ら
の
一
方
的
な
相
殺
の
意
思
表
示
の
前
提
は
、
対
立
す
る
二
つ
の
有
効
で
同
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履行不能規定についての一考察　（1）

種
の
債
権
の
期
限
が
共
に
到
来
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
相
殺
の
原
則
か
ら
は
、
債
権
者
の
給
付
の
期
限
が
未
到
来
な
ら
、
交

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

換
請
求
の
場
合
、
相
殺
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
買
主
が
売
主
に
対
す
る
自
己
の
給
付
（
代
金
支
払
い
）
と
引
換
え
に
損

害
賠
償
を
請
求
し
、
代
金
支
払
の
期
限
が
そ
れ
よ
り
も
後
に
な
っ
て
到
来
す
る
場
合
に
は
、
相
殺
で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
こ
の
場

合
目
的
物
を
引
き
渡
さ
な
い
売
主
は
、
買
主
に
履
行
利
益
の
全
額
（
給
付
価
値
）
を
支
払
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
売
主
は
代

金
支
払
期
日
に
初
め
て
代
金
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
交
換
請
求
に
対
し
、
差
額
請
求
の
場
合
に
は
、
買
主
が
有
効
に
解
除
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
契
約
は
す
べ
て
、
従
っ
て
期
限
到

来
の
合
意
も
解
消
す
る
こ
と
に
な
る
。
買
主
は
自
己
の
給
付
価
値
を
上
回
る
反
対
給
付
の
超
過
価
値
を
差
額
と
し
て
直
ち
に
請
求
で

き
る
（
期
限
未
到
来
な
ら
ば
、
反
対
給
付
の
価
値
を
差
し
引
か
れ
る
で
あ
ろ
う
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
ラ
ー
ブ
ル
は
次
の
例
を
挙
げ
て
説
明
す
る
。
つ
ま
り
、
買
主
が
売
主
の
履
行
後
、
四
週
目
に
初
め
て
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
す
る

と
、
数
字
上
、
代
金
か
ら
中
間
利
息
を
差
し
引
い
て
、
こ
の
事
実
を
考
慮
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
こ
の
点
で
、
差
額
請
求
と
交

換
請
求
と
は
区
別
さ
れ
る
。
交
換
請
求
で
次
の
例
を
考
え
る
。
た
と
え
ば
、
商
品
が
二
月
一
日
に
引
き
渡
さ
れ
る
と
す
る
。
買
主
は

一
カ
月
後
に
一
〇
〇
、
三
三
三
シ
リ
ン
グ
の
代
金
を
払
う
と
決
め
た
と
す
る
。
履
行
期
前
に
売
主
が
商
品
を
有
責
に
滅
失
さ
せ
た
の

で
、
買
主
が
交
換
請
求
権
を
主
張
す
る
と
（
九
二
〇
条
）
、
売
主
は
滅
失
し
た
商
品
の
損
害
賠
償
責
任
を
負
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
買
主

の
こ
の
損
害
賠
償
請
求
に
対
し
、
売
主
は
直
ち
に
代
金
債
権
一
〇
〇
、
三
三
三
シ
リ
ン
グ
で
相
殺
で
き
る
と
す
る
と
、
買
主
に
有
利
に
、

損
害
賠
償
請
求
権
は
、
利
息
取
得
の
喪
失
分
、
増
加
す
る
。
買
主
は
、
売
主
が
契
約
通
り
商
品
を
引
き
渡
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
の
時

点
で
一
〇
〇
、
三
三
三
シ
リ
ン
グ
を
調
達
す
る
必
要
は
な
く
、
一
カ
月
後
に
初
め
て
払
う
こ
と
に
な
る
の
で
、
一
ヵ
月
も
早
く
（
現
在
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の
相
殺
時
に
）
買
主
は
契
約
時
よ
り
一
カ
月
早
く
一
〇
〇
、
O
O
O
シ
リ
ン
グ
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
く
な
る
。
こ
れ
は
年
四
パ
ー
セ

ン
ト
の
利
率
で
計
算
す
る
と
、
一
ヵ
月
で
は
代
金
一
〇
〇
、
三
三
三
シ
リ
ン
グ
に
な
る
。
一
カ
月
の
利
息
取
得
を
買
主
に
売
主
は
喪
失

さ
せ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
部
分
つ
ま
り
買
主
の
損
害
は
、
三
三
三
シ
リ
ン
グ
、
つ
ま
り
利
息
喪
失
分
と
考
え
ら
れ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
差
額
請
求
で
は
、
相
殺
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
買
主
の
解
除
は
売
主
の
契
約
上
の
代
金
支

払
請
求
権
を
消
滅
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
ρ
残
る
の
は
、
買
主
の
有
す
る
反
対
給
付
が
さ
れ
れ
ば
得
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
超
過
価
値
請
求

権
で
あ
る
。
代
金
と
商
品
の
価
値
と
は
互
い
に
算
定
項
目
と
し
て
の
み
対
立
す
る
。
差
額
が
契
約
上
の
代
金
支
払
い
期
日
の
一
カ
月

前
に
請
求
さ
れ
る
の
で
、
買
主
側
で
は
よ
り
高
い
契
約
上
の
合
意
価
値
一
〇
〇
、
三
三
三
シ
リ
ン
グ
で
な
く
、
中
間
利
息
分
を
控
除
し

た
一
〇
〇
、
O
O
O
シ
リ
ン
グ
と
見
積
も
ら
れ
る
。

　
（
二
）
　
自
己
の
給
付
の
超
過
価
値

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
さ
ら
に
ラ
ー
ブ
ル
の
論
ず
る
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
た
と
え
ば
、
A
が
B
か
ら
一
〇
、
○
O
O
円
で
花
び
ん
（
だ
が
事
実
花
び
ん
は

八
、
O
O
O
円
の
価
値
し
か
な
い
）
を
買
っ
た
が
、
B
は
引
渡
し
前
に
有
責
に
花
び
ん
を
割
っ
た
と
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
（
交
換

請
求
権
と
差
額
請
求
権
と
の
相
異
を
以
下
考
え
る
（
給
付
さ
れ
な
か
っ
た
反
対
給
付
の
価
値
が
買
主
自
身
の
給
付
よ
り
少
な
い
場
合

に
は
、
特
に
明
ら
か
で
し
か
も
、
事
情
に
よ
っ
て
は
買
主
に
と
り
不
利
と
な
る
こ
と
が
わ
か
る
）
）
。

　
交
換
請
求
権
と
差
額
請
求
権
の
構
造
の
相
異
は
、
給
付
し
な
か
っ
た
反
対
給
付
の
価
値
が
買
主
自
身
の
給
付
よ
り
少
な
け
れ
ば
、

特
に
明
ら
か
で
、
し
か
も
事
情
に
よ
っ
て
は
被
害
を
受
け
た
買
主
に
と
り
不
利
と
な
る
（
つ
ま
り
買
主
は
不
利
な
取
引
を
結
ん
だ
こ

と
に
な
る
）
。
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履行不能規定についての一考察　（1）

　
こ
の
場
合
、
買
主
が
解
除
す
れ
ば
、
反
対
給
付
の
超
過
価
値
が
な
い
の
で
、
差
額
請
求
は
な
い
。
買
主
が
代
金
を
先
履
行
し
て
い

れ
ば
、
買
主
は
売
主
に
不
当
利
得
に
基
づ
く
返
還
請
求
が
で
き
る
（
九
一
コ
条
）
。
解
除
権
は
買
主
に
と
り
有
利
で
あ
る
。
不
利
な
契

約
を
解
消
で
き
、
買
主
が
履
行
し
た
と
し
た
ら
、
こ
う
む
る
虞
の
あ
る
二
、
O
O
O
円
の
損
失
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
対

し
A
が
契
約
を
履
行
し
、
代
金
を
払
い
、
交
換
請
求
権
を
行
使
す
る
と
、
反
対
給
付
の
価
値
を
入
手
す
る
こ
と
に
な
る
。
代
金
と
損

害
賠
償
の
価
値
（
八
、
O
O
O
円
）
は
前
記
の
よ
う
に
一
致
し
な
い
の
で
、
買
主
は
一
部
を
相
殺
し
、
そ
の
一
部
二
、
O
O
O
円
は
買

主
自
身
の
負
担
と
な
る
。
つ
ま
り
残
額
二
、
O
O
O
円
の
代
金
支
払
義
務
は
存
続
す
る
。
既
に
買
主
が
代
金
全
額
を
支
払
っ
た
場
合
に

は
、
A
は
B
か
ら
給
付
さ
れ
な
か
っ
た
商
品
の
価
値
の
み
を
売
主
に
請
求
で
き
る
が
、
自
己
の
既
履
行
代
金
を
請
求
で
き
な
い
。
つ

ま
り
相
殺
し
て
も
残
る
二
、
O
O
O
円
は
、
売
主
よ
り
返
還
さ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

　
ω
　
こ
の
買
主
に
と
り
不
利
な
交
換
請
求
権
の
構
造
上
の
結
論
を
ピ
ス
コ
国
葵
o
は
す
で
に
指
摘
し
て
い
た
。
契
約
に
忠
実
な
買

主
は
、
有
責
な
売
主
の
物
の
殿
滅
に
よ
り
、
不
履
行
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
と
し
て
そ
の
価
値
を
請
求
す
る
と
す
れ
ば
、
代
金
を
超

え
た
部
分
を
更
に
払
う
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。

　
ω
　
こ
れ
に
対
し
、
こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
殆
ど
あ
り
え
な
い
と
反
論
で
き
る
。
買
主
は
、
解
除
で
き
、
こ
の
状
況
で
は
、
買
主

は
そ
の
利
益
状
況
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
換
請
求
を
選
択
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
．
だ
が
こ
の
反
論
の
前
提
は
、
①
被
害
者

が
引
渡
し
を
受
け
な
か
っ
た
物
の
価
値
を
明
確
に
知
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
だ
が
被
害
者
が
常
に
知
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
。

物
の
給
付
価
値
は
、
買
主
に
と
り
選
択
時
に
そ
れ
ほ
ど
、
簡
単
に
確
認
で
き
な
い
。
②
ま
た
買
主
は
給
付
価
値
に
つ
い
て
、
全
く
評

価
を
誤
る
虞
れ
が
あ
る
。
売
買
契
約
で
は
、
事
実
、
交
換
請
求
権
を
行
使
す
る
利
益
が
な
い
と
相
対
化
さ
れ
る
と
、
こ
の
問
題
は
交

72



換
契
約
で
は
却
っ
て
重
要
で
あ
る
。
交
換
契
約
で
は
、
評
価
が
極
め
て
難
し
く
、
特
に
債
権
者
が
殿
滅
し
た
反
対
給
付
だ
け
で
な
く
、

更
に
金
銭
で
な
い
自
己
の
給
付
も
評
価
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
A
が
自
己
の
豚
と
B
の
牛
と
を
交
換
し
、
引
渡
し
前
に
牛
が
死
ん
だ
場

合
、
差
額
請
求
と
し
て
牛
の
超
過
価
値
の
賠
償
で
は
A
の
役
に
立
た
な
い
。
買
主
は
交
換
価
値
請
求
権
に
よ
り
豚
を
「
換
金
」
で
き

る
。
理
由
と
し
て
は
、
A
は
こ
れ
に
よ
り
豚
の
全
価
値
を
保
持
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　
す
る
と
、
次
に
買
主
が
交
換
請
求
権
の
要
請
に
拘
束
さ
れ
る
の
か
、
ま
た
は
自
ら
が
選
択
し
た
交
換
請
求
を
後
で
解
除
に
切
り
換

え
る
こ
と
が
で
き
る
か
の
問
題
が
生
ず
る
。
こ
れ
に
対
す
る
考
察
の
一
つ
の
方
法
と
し
て
、
契
約
の
拘
束
力
に
つ
い
て
、
遅
滞
と
不

能
の
場
合
の
債
権
者
の
個
々
の
選
択
の
可
能
性
を
互
い
に
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

東洋法学

　
　
　
注

（
1
）
　
オ
ー
ス
ト
リ
ア
一
般
民
法
典
九
二
〇
条
は
わ
が
国
の
民
法
四
一
五
条
後
段
と
五
四
三
条
と
を
併
せ
て
規
定
す
る
よ
う
な
法
形
式
で
あ

　
　
り
、
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
か
、
解
除
す
る
か
の
選
択
を
認
め
る
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
　
立
法
者
は
、
B
G
B
と
異
な
り
解
除
と
損
害
賠
償
と
の
併
存
を
認
め
た
。

（
3
）
＝
①
霞
①
浮
き
ω
σ
Φ
ユ
o
鐸
’
ψ
一
①
。。
．

（
4
）
区
・
N
δ
一
－
譲
Φ
一
ω
Φ
ぴ
9
毒
晋
お
α
①
ω
窪
茜
Φ
島
魯
窪
勾
8
拝
ω
．
団
ま
口
＞
（
N
。
。
。
）
ω
。
“
伊

（
5
）
因
・
N
一
〇
一
－
薯
Φ
一
ω
Φ
さ
鉾
蝉
。
。
ー

（
6
）
　
民
o
N
δ
一
－
≦
Φ
一
ω
Φ
さ
鉾
P
O
願

（
7
）
　
折
衷
説
、
い
わ
ゆ
る
穏
健
な
差
額
説
で
は
選
択
説
が
後
に
主
張
さ
れ
、
単
に
債
権
者
に
有
利
に
制
限
さ
れ
た
選
択
権
に
な
る
。
こ
れ
に

　
　
よ
れ
ば
、
本
質
的
に
ど
ん
な
形
で
債
務
者
が
損
害
賠
償
を
履
行
す
る
か
は
債
権
者
の
自
由
で
あ
る
。
債
権
者
が
交
換
請
求
を
優
先
さ
せ
る

　
　
と
、
債
権
者
は
自
己
の
給
付
を
履
行
し
、
損
害
賠
償
と
し
て
さ
れ
な
か
っ
た
給
付
の
価
値
を
手
に
入
れ
る
。
差
額
説
を
選
ぶ
の
で
あ
れ
ば
、
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（
8
）

91017　16　15　14　13　12　11　10

）　）　）　）　）　）　）　）
債
務
者
か
ら
反
対
給
付
の
超
過
価
値
を
得
る
。
債
権
者
は
遅
滞
の
場
合
で
も
、
不
能
の
場
合
で
も
、
こ
の
選
択
の
可
能
性
を
持
つ
。
債
権

者
が
債
務
者
に
自
己
の
給
付
を
既
に
し
た
時
だ
け
、
交
換
説
に
よ
り
損
害
賠
償
に
限
定
さ
れ
る
。

　
囚
O
N
巨
＼
薫
色
ω
R
に
よ
る
と
、
売
買
契
約
の
場
合
、
い
ず
れ
の
見
解
に
立
っ
て
も
、
結
論
は
同
じ
と
す
る
。
閤
o
N
巨
＼
譲
巴
ω
P
鉾
卑

9
ω
。
認
伊

　
勾
90
げ
押
p
鋤
・
O
‘
ω
ω
b
O
｛
h

　
こ
の
前
提
は
債
権
者
に
な
お
超
過
価
値
が
あ
れ
ば
の
話
で
あ
る
。
な
け
れ
ば
本
文
で
述
べ
た
よ
う
に
自
己
の
給
付
に
は
別
の
引
き
受

け
手
が
い
な
い
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
場
合
に
だ
け
、
契
約
履
行
の
過
程
で
自
己
の
給
付
を
す
る
利
益
が
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
場
合
、
債

権
者
は
解
除
を
す
る
代
わ
り
に
、
反
対
当
事
者
に
自
己
の
給
付
を
す
る
。
自
己
の
給
付
を
し
な
い
と
、
買
い
手
が
つ
か
な
い
虞
れ
が
あ
る

か
ら
で
あ
る
。

　
閃
四
び
一
鉾
鉾
O
こ
ω
』
O
●

　
竃
Φ
＆
o
⊆
9
》
o
悶
一
〇〇
〇〇
（
一
〇
〇。
Oo
）
”
お
ω
。

　
勾
m
げ
ど
P
P
O
4
ω
．
N
O

　
勾
鋤
げ
だ
鋤
。
P
O

　
国
ぎ
一
届
動
O
‘
ψ
田
。
こ
の
記
述
は
わ
が
国
で
の
法
定
相
殺
に
関
す
る
無
制
限
説
、
制
限
説
の
対
立
を
度
外
視
し
て
議
論
し
て
い
る
。

　
殉
曽
び
ど
p
鉾
O
‘
ω
●
旨
．

　
菊
鋤
び
ど
p
鉾
O
こ
ψ
器
い

　
霊
葵
ρ
冨
ぼ
げ
8
げ
α
Φ
ω
α
ω
8
畦
Φ
一
〇
露
ω
畠
窪
＝
き
α
Φ
一
ω
お
9
叶
Φ
ω
」
露
ら。
ω
●
一
・。
o。
。
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三
　
法
的
拘
束
力

前
述
の
よ
う
に
、
交
換
請
求
権
と
差
額
請
求
権
と
の
差
異
を
考
え
る
場
合
、
交
換
請
求
権
を
行
使
す
れ
ば
、
債
権
者
は
超
過
価
値

の
返
還
を
請
求
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
そ
の
点
で
債
権
者
は
自
己
の
権
利
行
使
に
拘
束
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら



東洋法学
で
あ
る
。
す
る
と
、
そ
こ
で
債
権
者
が
解
除
し
た
場
合
は
ど
う
か
、
履
行
請
求
し
た
場
合
は
ど
う
か
の
そ
れ
ぞ
れ
に
応
じ
て
考
え
ね

ば
な
ら
な
い
。
次
に
以
下
で
は
そ
れ
ぞ
れ
の
手
段
を
と
っ
た
場
合
の
債
権
者
の
利
益
状
況
を
学
説
、
判
例
を
紹
介
し
な
が
ら
個
別
に

考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
（
一
）
解
　
　
除

　
債
権
者
は
反
対
給
付
の
遅
滞
の
場
合
も
、
不
能
の
場
合
も
契
約
を
解
除
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
債
権
者
が
解
除
し
た
場
合
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

解
除
の
意
思
表
示
が
債
権
者
自
身
を
拘
束
す
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
学
説
・
判
例
は
次
の
点
で
一
致
す
る
。

　
解
除
は
形
成
権
で
あ
る
。
解
除
権
を
行
使
す
る
と
、
契
約
関
係
は
最
終
的
に
終
了
す
る
。
債
権
者
は
履
行
に
切
り
換
え
る
こ
と
は

で
き
ず
、
履
行
請
求
権
は
解
除
に
よ
り
消
滅
す
る
の
で
、
以
後
債
権
者
は
履
行
請
求
で
き
な
い
。

　
（
二
）
　
履
行
請
求

　
前
記
の
解
除
し
た
場
合
に
対
し
、
債
権
者
が
債
務
者
に
履
行
請
求
し
た
場
合
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
〉

　
給
付
が
可
能
で
、
債
権
者
が
更
に
履
行
を
主
張
す
る
と
し
て
も
、
学
説
・
判
例
に
よ
れ
ば
、
債
権
者
は
解
除
権
を
失
わ
な
い
。

九
一
八
条
の
二
者
択
一
は
九
〇
六
条
の
意
味
で
の
選
択
債
務
と
は
理
解
さ
れ
な
い
。
債
務
者
の
遅
滞
が
続
く
限
り
、
債
権
者
は
解
除

を
主
張
で
き
る
。

　
履
行
の
訴
え
が
い
か
な
る
効
果
を
有
す
る
か
に
つ
い
て
学
説
は
分
か
れ
て
い
る
。
ピ
ス
コ
は
債
権
者
は
受
領
の
不
要
な
一
方
的
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
3
）

表
示
に
よ
り
解
除
権
を
放
棄
で
き
る
と
主
張
す
る
。
つ
ま
り
履
行
請
求
の
訴
え
提
起
が
解
除
権
の
放
棄
で
あ
る
。
だ
が
ピ
ス
コ
と
異

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

な
り
、
グ
シ
ュ
ニ
ッ
ァ
ー
は
、
債
務
者
が
判
決
通
り
履
行
期
を
守
ら
な
け
れ
ば
、
債
権
者
は
解
除
権
を
ま
た
取
得
す
る
。
こ
れ
に
対
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し
、
ピ
ス
コ
は
、
一
旦
履
行
を
請
求
し
た
債
権
者
は
、
債
務
者
に
継
続
的
履
行
障
害
が
あ
る
の
で
解
除
で
き
る
（
九
二
〇
条
）
。
給
付

が
訴
え
提
起
後
初
め
て
、
ま
た
は
訴
え
前
に
不
能
な
ら
ば
、
解
除
権
は
債
権
者
に
帰
属
す
る
。
既
に
引
渡
し
を
求
め
る
訴
え
を
得
た

時
で
も
、
解
除
権
は
債
権
者
に
帰
属
す
る
。
解
除
権
者
自
身
が
給
付
の
鍛
滅
、
本
質
的
悪
化
、
譲
渡
ま
た
は
そ
の
他
の
不
能
に
帰
責

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

事
由
が
あ
る
時
の
み
、
解
除
権
は
消
滅
す
る
と
す
る
。

　
O
G
H
は
最
終
的
に
六
〇
年
代
、
こ
の
よ
う
な
学
説
の
不
確
実
な
状
況
を
、
次
の
よ
う
に
判
断
し
て
決
着
を
つ
け
た
。
O
G
H
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

前
記
の
グ
シ
ュ
ニ
ッ
ァ
ー
と
ピ
ス
コ
の
考
え
方
と
は
反
対
に
、
履
行
請
求
の
訴
え
は
解
除
権
の
放
棄
で
は
な
い
と
判
決
し
た
。
つ
ま

り
履
行
請
求
の
訴
え
は
高
度
の
催
告
と
さ
れ
、
正
に
催
告
の
よ
う
に
、
相
手
に
履
行
を
求
め
る
と
い
う
目
的
を
追
及
す
る
。
被
告
が

契
約
を
全
く
履
行
で
き
な
い
、
ま
た
は
履
行
し
よ
う
と
せ
ず
、
し
か
も
差
押
も
極
め
て
時
間
が
か
か
る
と
係
争
中
に
確
信
し
た
場
合
、

契
約
に
忠
実
な
一
方
が
、
な
ぜ
履
行
を
求
め
て
金
の
か
か
る
法
律
上
の
争
い
を
数
年
間
判
決
に
至
る
ま
で
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
は
、

理
解
で
き
な
い
。
履
行
の
た
め
に
用
意
す
べ
き
商
品
が
、
時
の
経
過
に
よ
り
価
値
を
失
う
場
合
、
債
権
者
に
、
法
律
上
の
争
い
を
す

る
こ
と
を
期
待
で
き
な
い
。
つ
ま
り
解
除
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
を
O
G
H
は
認
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
7
V

　
ビ
デ
ュ
リ
ン
ス
キ
ー
ω
琶
一
一
霧
匹
は
、
前
記
の
O
G
H
判
決
に
賛
成
し
、
O
G
H
の
見
解
を
以
下
の
よ
う
に
展
開
さ
せ
た
。
債
務
者

の
給
付
（
代
金
支
払
）
の
性
質
が
解
除
に
よ
り
変
わ
ら
な
い
場
合
（
代
金
支
払
に
対
す
る
売
主
の
損
害
賠
償
）
だ
け
で
な
く
、
債
務

者
が
商
品
の
代
わ
り
に
金
銭
で
賠
償
せ
ね
ば
な
ら
な
い
場
合
（
売
主
が
商
品
を
引
き
渡
さ
な
い
場
合
）
も
、
O
G
H
の
議
論
が
あ
て

は
ま
る
。
遅
滞
中
の
債
務
者
が
、
給
付
の
対
象
が
債
務
者
の
解
除
に
よ
り
変
わ
る
こ
と
を
訴
え
前
に
常
に
考
慮
せ
ね
ば
な
ら
な
い
場

合
、
な
ぜ
履
行
に
固
執
す
る
と
の
信
頼
が
訴
え
提
起
に
よ
り
保
護
す
べ
き
か
は
理
解
し
が
た
い
。
九
一
八
条
も
こ
れ
を
全
く
要
求
せ
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ず
、
両
者
を
同
時
に
主
張
で
き
な
い
と
規
定
す
る
に
す
ぎ
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
法
は
裁
判
外
と
裁
判
内
で
の
履
行
請
求
を
異

な
っ
て
扱
う
こ
と
の
根
拠
を
示
さ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
V

　
特
に
ラ
イ
シ
ャ
ウ
ア
勾
Φ
一
ω
魯
壁
R
も
前
記
見
解
に
賛
成
す
る
。
債
権
者
は
訴
訟
中
だ
け
で
な
く
、
差
押
中
（
E
O
三
八
六
に
よ
り

開
始
し
た
差
押
手
続
の
継
続
を
放
棄
）
も
解
除
で
き
る
。
こ
れ
は
履
行
拒
絶
、
不
能
、
長
期
の
差
押
を
要
件
と
し
な
い
と
す
る
。

　
（
三
）
　
交
換
請
求
権

　
債
権
者
が
交
換
請
求
を
要
求
し
た
場
合
、
そ
の
要
求
に
ど
れ
位
拘
束
さ
れ
る
か
の
問
題
に
つ
い
て
は
余
り
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ラ
イ
シ
ャ
ウ
ア
ー
は
債
務
者
が
交
換
利
益
を
給
付
し
な
け
れ
ば
、
債
権
者
は
解
除
で
き
る
（
九
一
八
条
）
と
主
張
す
る
。
ピ
ス
コ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

グ
シ
ュ
ニ
ッ
ァ
ー
の
み
は
解
除
と
交
換
請
求
権
と
を
同
じ
に
扱
う
立
場
に
立
つ
。
債
権
者
の
こ
れ
に
関
す
る
選
択
権
は
、
明
示
ま
た

は
選
択
で
き
る
権
利
の
中
の
一
つ
を
主
張
す
る
こ
と
に
よ
り
、
も
う
一
方
は
消
滅
す
る
。
つ
ま
り
債
権
者
が
交
換
請
求
権
を
主
張
す

れ
ば
、
債
権
者
は
九
二
一
条
、
一
四
四
七
条
を
援
用
し
て
も
契
約
を
解
除
で
き
な
い
。
こ
れ
に
よ
り
ピ
ス
コ
と
グ
シ
ュ
ニ
ッ
ァ
ー
の

両
者
は
出
発
点
の
時
の
結
論
を
と
る
こ
と
と
な
る
。
つ
ま
り
給
付
物
の
殿
滅
に
つ
き
責
の
あ
る
債
務
者
は
、
交
換
請
求
を
求
め
る
債

権
者
か
ら
自
己
の
与
え
ね
ば
な
ら
な
い
以
上
の
物
を
受
け
取
る
こ
と
と
な
る
（
以
下
続
く
）
。
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